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令和4年7月15日 

(金曜日) 

裏面もご覧ください 

壱岐尾 マサエ さん 

 

令
和
４
年
度
か
ら
平
尾
台
観

光
協
会
会
長
に
就
任
し
ま
し
た

新
道
寺
一
の
梛
野
保
博
で
す
。

東
谷
地
区
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
、
町
内
会
長
他
い

ろ
い
ろ
な
役
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
東
谷
地
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
十
周
年
に
も
携
わ

り
ま
し
た
。
東
谷
興
農
会
で
観

光
ま
つ
り
を
行
っ
て
い
た
時
の

事
や
平
尾
台
自
然
の
郷
に
変

わ
っ
て
か
ら
も
実
行
委
員
の
皆

さ
ん
と
会
議
を
開
き
進
め
て
い

た
事
、
祭
り
の
当
日
も
楽
し
く

動
い
て
い
た
事
を
思
い
出
し
ま

16
日
（
土
）
市
民
セ
ン
タ
ー
草
刈
り 

19
日
（
火
）
ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室 

20
日
（
水
）
集
団
検
診 

結
果
返
し 

22
日
（
金
）
絵
手
紙
教
室 

 
 
 
 
 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
20
時
～ 

26
日
（
火
）
ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室 

2
日
（
火
）
ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室 

5
日
（
金
）
ふ
れ
あ
い
昼
食
会 

6
日
（
土
）
谷
っ
子
ク
ラ
ブ 

 
 
 
 
 
 

「
か
か
し
づ
く
り
」 

8
日
（
月
）
市
民
講
座 

 
 
 
 
 

「
か
わ
い
い
小
物
づ
く
り
」 

9
日
（
火
）
家
庭
教
育
学
級 

 
 
 
 
 
 
 

落
水
洋
介
氏
講
演
会 

 
 
 
 
 

ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室 

 
 

 

 

 

 

  

※  今後のコロナウイルス感染症の
拡大状況 により、掲載の行事予定
等が   中止または変更 になる場合が
ありますので、市民   センターにお
問合わせ下さい。日々変わるコロ
ナ対策ですので、その旨ご理解頂
きますようお願いします。 

7
月 

す
。
観
光
ま
つ
り
も
コ
ロ
ナ
で

こ
の
二
年
間
は
神
事
の
み
の
開

催
と
な
り
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
に

な
り
ま
し
た
。
今
年
は
絶
対
に

し
ま
す
！ 

新
役
員
は
私
と
副
会
長
の
奥

村
英
喜
さ
ん
、
事
務
長
の
福
島

友
幸
さ
ん
で
す
が
、
昨
年
ま
で

事
務
長
の
蜷
川
昭
代
さ
ん
が
役

員
で
残
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で

心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
の
観
光
ま
つ
り
は
、
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
ソ
ラ
ラ
ン

ド
平
尾
台
（
平
尾
台
自
然
の

郷
）
の
音
楽
堂
で
行
い
ま
す
。

ス
テ
ー
ジ
も
大
き
く
な
り
、
周

り
も
芝
生
で
す
。
感
染
対
策
も

し
っ
か
り
で
き
そ
う
で
す
。
ま

つ
り
は
、
小
学
生
の
開
会
宣
言

で
始
ま
り
、
消
防
音
楽
隊
と
カ

ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
の
演
技
、
新
道

寺
小
・
市
丸
小
の
児
童
に
よ
る

ソ
ー
ラ
ン
踊
り
、
東
谷
っ
ち
ゃ

体
操
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
婦
人
会

の
踊
り
を
三
年
ぶ
り
に
行
う
事

に
な
り
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
地
元
の
方
々
で
行
っ
て
い

た
青
空
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
巨
大
ダ

ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
見
学
は
残
念
な

が
ら
コ
ロ
ナ
の
感
染
を
予
防
す

る
た
め
中
止
と
し
ま
し
た
。
そ

の
代
わ
り
に
展
示
ブ
ー
ス
を
ソ

ラ
ラ
ン
ド
入
口
付
近
の
広
場
で

行
い
ま
す
。
保
健
福
祉
課
に
よ

る
健
康
ブ
ー
ス
と
警
察
署
に
よ

る
パ
ト
カ
ー
の
展
示
、
地
元
消

防
団
に
よ
る
消
防
車
の
展
示
等

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
花
火

は
、
昨
年
両
小
学
校
五
・
六
年

生
に
描
い
て
も
ら
っ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
絵
を
載
せ
て
打
ち
上

げ
ま
す
。
こ
れ
は
、
観
光
ま
つ

り
に
出
演
出
来
な
い
ま
ま
卒
業

し
て
し
ま
う
六
年
生
に
思
い
出

を
作
り
た
い
と
い
う
観
光
協
会

の
思
い
で
実
現
し
た
企
画
で
、

今
年
中
学
生
に
な
っ
た
子
ど
も

達
に
も
見
て
も
ら
い
た
い
で

小倉南区 
区 長 

尊田 利文 

「

7月26(火)※電話予約制 

10：30～11：30 

 

令
和
４
年
４
月
１
日
付
け
で

小
倉
南
区
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
尊
田
（
そ
ん
だ
）
で
す
。 

 

内
尾
会
長
を
は
じ
め
東
谷
地

区
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
区

政
へ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
ま
だ
出
口
が
見
え
な
い
状

況
で
す
が
、
東
谷
地
区
に
お
い

て
は
、
地
域
を
挙
げ
て
ワ
ク
チ

ン
の
職
域
接
種
を
実
施
す
る
な

ど
、
そ
の
迅
速
な
決
断
と
実
行

に
は
、
敬
服
す
る
次
第
で
す
。 

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
今
春

に
は
、
「
平
尾
台
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
」
「
北
九
州
・
平
尾
台

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー

ス
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
特
に
、
「
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
」
は
、
実
に
３
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
事

前
の
コ
ー
ス
整
備
か
ら
当
日
の

8
月 絵

手
紙
教
室 

東
谷
市
民
セ
ン
タ
ー
和
室 

7
月
22
日
【金
】
10
時
～
お
気
軽
に
ど
う
ぞ 

す
。
ま
た
、
打
上
花
火
を
み
て

少
し
で
も
皆
様
を
元
気
に
で
き

た
ら
と
い
う
思
い
が
詰
ま
っ
た

「
な
つ
は
な
び
」
と
て
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
当
日
の
準
備
開
始
が

午
後
か
ら
に
な
り
、
実
行
委
員

の
皆
様
の
負
担
も
少
し
軽
減
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。 

今
年
は
平
尾
台
観
光
ま
つ
り

が
、
誕
生
し
て
第
七
十
一
回
目

の
観
光
ま
つ
り
で
す
。
私
が
、

一
歳
の
時
に
出
来
た
観
光
ま
つ

り
、
当
時
は
小
倉
市
と
平
尾
台

観
光
協
会
の
主
催
で
行
わ
れ
て

お
り
、
美
人
コ
ン
テ
ス
ト
や
セ

ス
ナ
機
で
お
菓
子
を
ば
ら
ま
い

て
い
た
そ
う
で
す
。
こ
の
長
き

に
渡
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た

お
祭
り
を
絶
や
す
こ
と
な
く
次

世
代
に
残
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

昨
年
七
十
回
の
時
に
役
員

エ
イ
ド
運
営
ま
で
、
地
域
の
皆

様
に
は
多
大
な
る
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
改
め
て
感
謝
い
た
し

ま
す
。 

 

ま
た
、
地
域
に
お
か
れ
て

も
、
２
月
の
「
平
尾
台
ふ
ゆ
は

な
び
」
開
催
、
今
月
末
の
「
平

尾
台
観
光
ま
つ
り
」
開
催
決
定

な
ど
、
一
歩
一
歩
日
常
を
取
り

戻
し
て
い
く
姿
に
は
、
地
域
力

の
強
さ
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で

す
。 

 

平
尾
台
と
言
え
ば
、
「
ソ
ラ

ラ
ン
ド
平
尾
台
」
と
い
う
愛
称

が
決
ま
っ
た
ば
か
り
の
平
尾
台

自
然
の
郷
が
、
旅
行
情
報
サ
イ

ト
の
「
福
岡
県
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
」
お
す
す
め
ラ
ン
キ
ン
グ
で

１
位
に
な
っ
た
と
い
う
、
う
れ

し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
ま
し

た
。 昨

年
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施

設
に
加
え
、
今
年
は
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

が
、
さ
ら
な
る
施
設
の
充
実
も

控
え
て
い
る
と
聞
き
、
今
か
ら

楽
し
み
で
な
り
ま
せ
ん
。 

 

区
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、

東
谷
地
区
の
魅
力
発
信
に
力
を

注
ぐ
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
様

と
一
緒
に
、
様
々
な
課
題
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

猛
暑
や
大
雨
が
心
配
な
季
節
と

な
り
ま
し
た
。 

こ
ま
め
な
水
分
補
給
や
適
切

な
冷
房
機
器
の
利
用
な
ど
熱
中

症
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
水
害
や
土
砂
災
害
に

備
え
、
今
一
度
、
避
難
経
路
や

防
災
グ
ッ
ズ
の
確
認
な
ど
を
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。 

 

東
谷
地
区
が
、
こ
れ
か
ら
も

活
力
に
満
ち
、
ま
す
ま
す
暮
ら

し
や
す
い
地
域
と
な
り
ま
す
よ

う
祈
念
し
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

 

7
月
の
絵
手
紙 

平尾台観光協会 
会 長 

梛野 保博 

で
、
記
念
誌
を
残
そ
う
と
い
う

計
画
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
今
年
度
「
平
尾
台
観
光
ま

つ
り
七
十
年
の
あ
ゆ
み
」
と
し

て
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
取
組
み
は
、
平
尾
台

観
光
協
会
会
長
と
し
て
も
で
す

が
、
今
ま
で
関
わ
っ
て
き
た
者

と
し
て
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
早
く
見
た
い
で
す
。 

山
下
前
会
長
の
様
に
は
出
来

な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
ま
ず

は
、
平
尾
台
観
光
ま
つ
り
を
開

催
す
る
こ
と
を
頑
張
り
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
ど

も
役
員
一
同
、
平
尾
台
観
光
協

会
の
発
展
に
一
生
懸
命
努
力
致

し
ま
す
の
で
関
係
者
の
皆
様
の

ご
支
援
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
七
月
三
十
日
は
、
ソ
ラ
ラ
ン

ド
平
尾
台
へ
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。  
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 令和４年４月から、小倉南区役所保健福祉課で、東谷

地区を担当させていただいております保健師の宮田で

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 季節は小暑を過ぎ、一年で一番熱い時節に向かって

います。とりわけ今年は、全国的に梅雨明けも早く、す

でに猛暑が続いているので、例年以上に『熱中症』に警

戒が必要です。 

 年間にどれくらいの人が熱中症になるのでしょうか。

全国では消防庁のデータによると、令和３年度５～９月

 

熱中症での救急搬送数は4７,８７７人、死亡者数は８０人でした。 

 北九州市を見てみると消防局が市のホームページで公表している今年

度のデータでは、４月２５日から６月２６日までの熱中症での救急搬送者

は６８人（前年同期比＋２０人）で、その内訳は、 

   ・『年 齢 別 』 ： 乳幼児１人、７歳～１８歳未満1９人、 

  １８歳～６５歳未満1４人、６５歳以上３４人。 

   ・『性   別  』 ： 男性４８人、女性２０人 

   ・『時 間 帯 別 』 ： ０時～５時１人、６時～１１時1６人、 

  １２時～１７時３６人、１８時～２３時1５人。 

    ・『発生場所別  』 ： 屋内３６人、屋外３２人。 

   ・『傷病程度別 』 ： 死亡者０人、重症１人、中等症３３人、軽症３４人。 

   ・『行 政 区 別 』 ： 「３位小倉北区１２人」「２位八幡西区１５人」。 

  そして、なんと「１位小倉南区２３人」です。 

 以上より、子どもから高齢者まで、体力のある男性でも、昼間だけでなく、

朝でも夜でも、屋外だけでなく屋内こそ、熱中症対策が必要だということ

がわかりますね。熱中症の危険は、とても身近なところにあります。 

厚生労働省のホームページには、熱中症予防に関するわかりやすいチラ

シが掲載されており、その中には、「上手なマスクの外し方」「効果的な水

分のとり方」「暑さを避ける工夫」等、熱中症予防のポイントがわかりやす

く書かれています。ぜひご一読いただき、この夏東谷地区みんなで声かけ

あって熱中症を予防し、暑い夏を乗り切りましょう。 

小倉南区役所 
保健師 

宮田 十代古 

今
年
度
よ
り
東
谷
地
区
自
治

連
合
会
及
び
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
事
務
局
長
に
な
り
ま
し
た

蜷
川
で
す
。 

昨
年
度
ま
で
は
東
谷
地
区
青

少
年
健
全
育
成
協
議
会
の
会
長

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
こ

ち
ら
は
松
岡
建
吾
さ
ん
に
会
長

を
引
き
受
け
て
頂
き
、
今
回
こ

の
大
役
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。 

 

自
治
連
合
会
の
事
務
局
と
し

ま
し
て
は
主
に
年
６
回
開
催
さ

れ
る
町
内
会
長
会
議
の
事
前
準

備
や
行
政
と
の
連
絡
係
と
な
っ

て
い
ま
す
。
何
分
、
町
内
会
長

の
経
験
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

細
か
な
と
こ
ろ
ま
で
把
握
で
き

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
各
町
内
会

長
さ
ん
の
ご
支
援
を
受
け
な
が

ら
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
事
務
局
は
も
う
少
し
組
織

も
大
き
く
、
市
民
セ
ン
タ
ー
運

営
部
会
・
ま
ち
づ
く
り
部
会
・

環
境
部
会
と
い
っ
た
専
門
部
会

の
事
務
局
も
兼
ね
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
組
織
で
ど
の
よ
う
な

活
動
を
す
る
の
か
も
ま
だ
理
解

で
き
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
長

年
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
前
事
務

局
長
の
橘
木
さ
ん
、
市
民
セ
ン

タ
ー
馬
場
館
長
、
各
専
門
部
会

の
部
会
長
さ
ん
と
連
携
し
一
年

間
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ

り
ま
す
が
、
社
会
生
活
も
徐
々

に
復
調
の
兆
し
が
見
え
、
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
規
模
を
縮
小
し

少
し
ず
つ
開
催
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
東
谷
地
区

の
イ
ベ
ン
ト
も
こ
の
二
年
間
ほ

と
ん
ど
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
少

し
で
も
人
が
集
う
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
出
来
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。 微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
住

み
や
す
い
東
谷
地
区
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
に
向
け
事
務
局
と
し

て
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

ご
支
援
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。  

 

東谷自治連合会 
事務局長 
蜷川 新 
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今
年
度
よ
り
自
治
公
民
館
館

長
会
会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く

中
村
正
夫
で
す
。
東
谷
地
区
に

居
住
し
て
四
十
数
年
経
ち
ま
す

が
、
こ
の
た
び
公
民
館
に
携
わ

る
こ
と
に
な
り
、
改
め
て
公
民

館
活
動
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま

し
た
。
「
公
民
館
」
は
、
昭
和

二
十
一
年
戦
後
の
荒
廃
混
乱
し

た
社
会
状
況
の
中
、
新
し
い
日

本
に
教
育
の
力
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
核
の
一
つ
と
し
て
公

民
館
の
設
置
が
提
唱
さ
れ
、
郷

土
再
建
の
拠
点
と
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
二
十
四
年
に
は
社
会

教
育
法
が
制
定
さ
れ
、
地
域
住

民
の
日
常
生
活
に
密
着
し
て
、

そ
の
課
題
解
決
を
図
る
た
め
、

住
民
自
治
や
住
民
主
体
の
機
能

と
性
格
を
持
っ
た
施
設
と
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
社
会
状
況
の

変
化
と
共
に
課
題
も
変
化
し
、

様
々
な
変
遷
を
経
て
き
ま
し

た
。
今
日
の
公
民
館
活
動
の
目

的
や
役
割
は
、
地
域
の
連
帯
感

を
醸
成
し
、
学
校
等
の
団
体
や

サ
ー
ク
ル
と
連
携
し
て
地
域
に

根
ざ
し
た
活
動
の
展
開
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
「
自
治
公
民

館
」
と
は
各
地
域
の
「
公
民

館
」
の
こ
と
で
、
各
地
域
住
民

の
自
治
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。 

 

自
治
公
民
館
館
長
会
は
、
新

築
の
興
農
会
館
の
中
に
移
転
し

た
「
東
谷
郷
土
資
料
館
」
の
運

営
が
あ
り
ま
す
。
毎
週
火
曜
日

と
木
曜
日
の
午
前
十
一
時
か
ら

午
後
二
時
ま
で
、
各
地
区
館
長

が
、
交
代
で
受
付
を
務
め
て
い

ま
す
。
ま
た
幾
度
か
「
い
の
ち

の
た
び
博
物
館
」
の
研
究
員

に
、
展
示
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂

き
ま
し
た
。
東
谷
地
区
に
は
三

十
箇
所
近
く
の
史
跡
が
あ
り
、

こ
れ
ら
を
幾
つ
か
掘
り
起
こ

し
、
展
示
に
還
元
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

 

現
在
の
展
示
は
「
小
倉
織
」

や
、
明
治
二
年
の
企
救
一
揆
の

中
心
人
物
「
原
口
九
右
衛
門
」

で
す
。
郷
土
資
料
館
に
足
を
お

運
び
い
た
だ
き
、
ま
た
展
示
や

運
営
に
つ
い
て
の
ご
意
見
、
ご

希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非

お
寄
せ
下
さ
い
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。   

6/21 市民講座 
「梅を漬けよう」 

6/30 市民講座 
「筋肉ストレッチ」 

7/1 ふれあい昼食会 

自治公民館長会 
会 長 

中村 正夫 

7/2 市民講座 
「国際交流プロジェクト」 

7/4 市民講座 
「らっきょうを漬けよう」 

7/7 家庭教育学級 
  開級式 

平尾台観光まつり 

場所：ソラランド平尾台 
       （平尾台自然の郷） 

７月３０日（土） 

★オープニングセレモニー  15：00～ 
  ・消防音楽隊とカラーガード隊 
   によるサマーコンサート 
  ・市丸・新道寺小のキッズステージ 
★主催者セレモニー                                    17：30～ 
★観光まつりコンサート      １８：30～ 
★観光まつり総踊り       １９：45～ 
★なつはなび（約９００発）    
★玩具花火大会          20：30～ 

※雨天の場合、祈願祭以外は中止、   
   花火のみ翌日に行います。 

今年のステージは音楽堂！ 


